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特別講演
大脳皮質の投射線維群
脳にある諸核の結合関係を明らかにすることは，
脳の働きを解明するための第一歩である。これにつ
いて従来は，主として髄鞘の変性を選択的に染める
Marchi法によってしらべた。
しかし，髄鞘のみならず軸索の変性も染める乙と
ができる最近の Nauta法によれば， ζれまでに報
告された結合関係のうちのかなりのものに，訂正を
要することが明らかになった。その一つが錐体路で
ある。 Marchi法によれば，本投射路は脳幹および
脊髄を下行し，その聞に脳神経の運動核および脊髄
の前角細胞に直接終止するといわれている。 しか
し， Nauta法によれば， このものは身体知覚・運
動領から起 ζ り視床後腹側核，三叉神経の終止核，
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後索核，脊髄の後角など，これまで身体知覚の中継
核といわれた諸核に終わり，とれが運動核K働きか
けるためには， 少くとも一つ以上の挿入 Neuron 
を必要とする ζとがわかった。聴覚領および視覚領
から起乙る投射線維群を Nauta 標本でしらべる
と，種々の投射線維群のうちの'一部が，聴覚ないし
視覚の中継核群に至り，単一あるいは重復した解剖
学的意味での閉鎖回路を形成しているのをみるとと
ができた。なお大脳皮質には，線条体，汎視床投射
系の諸核，上行網様賦活系の域，赤核，橋核および
その他の皮質下核民投射する領域が局在し，それら
のうちのあるものは互に重なり，また他のものは互
にへだてられていることも判明した。
一般口演
会員演説 (0印は演者〉
'1. 解離試験法による血痕の血液型検査について
に附着せる血液型抗原氏結合した対応せる血液型特 
異抗体を熱処理により解離せしめ，その解離抗体を
千大法医学中島 敏 標準血球により同定する方法である。検査試料の微
血液型検査に関する研究は実地法医学上極めて重 量化の問題を中心として陳旧，汚染血痕に対する検
要なものの一つであるが，血痕からの血液型検査は 査条件を検討し，良好なる成績を得た。すなわち，
必ずしも容易なものではない。血液の附着する検体 血痕の前処理はアセトンが最も有効で2分処理が普
の性状が一様でなく，これに血液の附着量の多寡， 通であるが汚染の場合は 30分を必要とする。使用
汚染，陳旧などの諸要因が加味されているからであ 抗体の力価は X16，. x128が良く x8では不安定，
る。さらに古くからの研究課題として検査試料の微 X256では充分なる水洗がお乙ないえず非特異的凝
量化の問題があるが，このため幾多の検査法が案出 集を招来するようである。
されてきている。解離試験もその一つであり，検体
